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 現在でも四万温泉の観光では、奥の日向見薬師堂へお参りする方が多いと思い

ます。今日ほど医療が発達していなかった頃、人々が病の治癒を求めて訪れる温

泉地では、薬師如来が信仰される場合が多くありました。日向見薬師堂は県内で

現存最古の寺院建築です（国指定重要文化財）。 

 この文書は、日向見薬師堂境内の「森木」売却・伐採をめぐる事件の示談書で

すが、一人の百姓の不可思議な体験も記されています。 

文書によると、薬師堂の堂守は修験の三光院でしたが、三光院を担う人が亡く

なった後は、百姓の源八が御堂や境内の「森木」を「大切に守護」してきまし

た。ところが、善兵衛らが修覆のため、「森木」を山師の律五郎へ売却。早速やっ

てきた大勢の「杣・木挽き」によって「大門」の通りの杉が伐採されました。そ

うしたところ、９月 21 日の夜半頃、源八は枕元に薬師如来の尊像が光明を照らし

顕れるのを見ました。驚き拝むと、如来の姿はすぐに消えました。源八は、如来

が「森木」を惜しんでいると思い、売った証人・善兵衛のところへ行き、売木を

しないよう話しますが、断られ‥‥ 結局、木は買い戻され、伐採された杉木の

場所には、善兵衛が苗木が植え付けることになりました。 

興味深いのは、如来の姿を見たのは源八だけなのにも関わらず、最終的には薬

師様の「罰」を理由に、「氏子」ら地域の人々が木々の復元・維持を決めたことで

す。売却をめぐる背景にもともと関係者の確執があったのか、また、最初は「一

度売却したからには方法がない」と源八の話を断った善兵衛らが改心したのかは

不明です。 

ただ、これまで森木を守ってきた源八は、売却の話に困惑し、実際に伐採され

るに及び、眠れないほど深く苦悩していたと想像されます。当時の人々の薬師如

来への信仰や心の深さがうかがえる史料です。 
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